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令和 6 年度

（２）事業費

（３）業績

単位

（４）事業の評価

千円

改善
取組内容

駅伝競走大会、シティマラソン大会における地元の住民に対する開催説明について、これまでは開催前に説明文の全戸
回覧を実施していたが、令和7年度以降、全戸回覧を廃止する。
これにより地元や担当職員の労力軽減や、回覧文廃止による紙削減につなげる。

令和７年度 詳細評価シート
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事務事業名 スポーツ大会開催委託事業 事業期間 昭和６３年度以前
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小牧市まちづくり推進計画
（R5年～R8年） 分野別計画編

基本
施策

14
展開
方向

・市民スポーツ大会 　　　　　　令和5年度　5,477人　21種目　　実績額　4,930,698円　　　・愛知万博メモリアル　                               　令和５年度　２０人(選考会71人）  実績額　　 815,571円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年度　5,546人　22種目　　実績額　5,333,879円　　　　愛知県市町村対抗駅伝競走大会派遣事業  　 令和６年度　２０人（選考会68人） 実績額　　　941,748円
　　　　　　　　　　　　　　　        令和７年度　22種目実施予定 　    予算額　6,919,000円 　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年度　R7.12.14開催　  　　予算額　1,563,000円
　　　　　　　　　　　　　　        　以降、毎年度開催する予定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以降、毎年度参加する予定

・市民駅伝競走大会　　令和５年度　８３チーム　696人　実績額　　8,821,346円　　　　　　　　・バレーボール「SVリーグ」等誘致事業　　 令和5年度　　  ９試合　  5,786人　　実績額　　   578,950円
　　　　　　　　　　　　　　  令和６年度　７７チーム　651人　 実績額　　8,740,180円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和６年度　　18試合　18,894人　　実績額　　2,289,810円
　　　　　　　　　　　　　　  令和７年度　R7.12.６開催　　　　予算額　10,814,000円 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　令和７年度　　JDリーグ等誘致予定　 予算額　　1,404,000円
　　　　　　　　　　　　　　　次年度以降の開催の可否を検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以降、毎年度誘致する予定

・小牧シティマラソン大会　　令和５年度　3,801人　　　　　　　実績額　16,723,241円　　　〇委託契約金額　　令和５年度　31,866,806円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和６年度　3,911人　　　　　　　実績額　16,765,584円　　　　　　　　　　　　　　　令和６年度　33,907,851円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和７年度　R8.1.29開催　　　 予算額　22,471,000円　　　　　　　　　　　　　　　令和７年度　43,171,000円（当初予算）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以降、毎年度開催する予定

～ 令和９年度以降

担当部 健康生きがい支え合い推進部 担当課・担当係 文化・スポーツ課　事業推進係
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事業の目的・効果

競技スポーツに取り組んでいる市民が日頃の練習の成果を試す場などとして、各種スポーツ
大会を（公財）小牧市スポーツ協会に対して委託開催することで、スポーツの振興を図り、市
民総スポーツ化を目指す。

事業概要

・市民スポーツ大会
全市民を対象に４月から翌年３月までに２２種目の競技を実施
・市民駅伝競走大会
中学生以上の市民を対象に１２月の第２日曜日に実施
・愛知万博メモリアル愛知県市町村対抗駅伝競走大会派遣事業
選考会を突破した小学生以上の市民を対象に、１２月の第１土曜日に実施
・シティマラソン大会
小学生以上の方を対象に、１月の第４日曜日に実施
・バレーボール「ＳＶリーグ」等誘致事業
ＳＶリーグ（バレーボール）、Ｂリーグ（バスケットボール）、ＪＤリーグ（女子ソフトボール）等の試合の開催を誘致する。

事業の経緯
・

年度計画

6 目 1 大 3 中1 事業区分 その他（評価対象） 款 10 項

事
業
費

項目 単位等 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

その他 1,057 2,953 31,453

会計年度任用職員 人

Ｒ6 Ｒ7

直接経費
決算額

財源
一般財源

千円

4,983 23,181 414

33,138

計（Ａ） 6,040 26,134 31,867 33,908

770

国・県支出金 0 0 0 0

予算額 千円 13,632 42,199 38,315 39,922 43,171

対前年比 ％ ― 432.68% 121.94% 106.40%

事業費合計（Ｃ＝Ａ+Ｂ） 千円 8,297 28,391 34,500 35,789

人件費（Ｂ） 千円 2,257 2,257 2,633 1,881

人件費
0.25正規職員 人 0.3 0.3 0.35

65.0 65.0

実績 53.6 - 57.0 58.7
指
標

指標ほか Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

成果指標

Ｒ6 Ｒ7

週1回以上適度な運動をしている
成人市民の割合

％
目標 65.0 65.0 65.0

―

実績 ― ― ― ―

目標 ― ―

事務事業評価による額事業の方向性

E（廃止）業務自体を無くせるか

― ―

0

R（入替・代替）手順や担当を変えられるか

C（結合）作業をまとめられるか

今後の
実施内容

市民駅伝競走大会について、参加チーム、参加人数が年々減少している。特に中学校・高校の負担が
大きく、中高生の駅伝チームが激減しており、来年度以降の上昇が見込めない。また、市内20キロ以
上の交通規制や400名程度のボランティアの配置、参加者600～７００名程度の大会としては、学校
や運営側にとっても負担が大きい。
市民が参加できる小牧シティマラソン大会、愛知駅伝が定着していることや、部活動の地域展開の状
況等を鑑み、市民駅伝競走大会のあり方について検討を進める。
市民スポーツ大会、小牧シティマラソン大会、愛知駅伝、ＳＶリーグ等誘致事業は令和８年度以降も例
年同様実施する。

スポーツ大会開催等をスポーツ協会に委託し実施した。
市民スポーツ大会、小牧シティマラソン大会、愛知駅伝については、一定の参加者数が見込まれる。ま
た、SVリーグ等誘致事業については、毎年各種目のトップ選手の試合を開催しており多くの観客が来
場する等、スポーツの振興、市民意識の醸成につながっている。
一方、市民駅伝競走大会については、平成２６年度をピークに年々参加人数が減少しており、特に市内
中高生の駅伝チームが減少している。
※市民駅伝競走大会　参加者数・参加チーム数推移
　　　　　　　参加人数　　　　参加チーム数　　　　うち中高生チーム
H21　　　　1,056人　　　　　　125組　　　　　　　　55組
H26　　　　1,506人　　　　　　178組　　　　　　　　82組
H31　　　 　　734人　　　　　　　99組　　  　　　　　31組
R6　　　　 　　651人　　 　　　 　77組　　　  　　　　 21組

事業の目的の
達成状況

及び
指標の

達成状況

No

No

Yes

事
業
の
実
施
状
況

S（単純化）もっと簡単にできるか

実施計画事業
評価対象年度

活動指標 ― ―

維　持（改　善）

・市民スポーツ大会 令和5年度 5,477人 21種目 実績額 4,930,698円 ・愛知万博メモリアル 令和５年度 ２０人(選考会71人） 実績額 815,571円

令和６年度 5,546人 22種目 実績額 5,333,879円 愛知県市町村対抗駅伝競走大会派遣事業 令和６年度 ２０人（選考会68人） 実績額 941,748円

令和７年度 22種目実施予定 予算額 6,919,000円 令和７年度 R7.12.14開催 予算額 1,563,000円

以降、毎年度開催する予定 以降、毎年度参加する予定

・市民駅伝競走大会 令和５年度 ８３チーム 696人 実績額 8,821,346円 ・バレーボール「SVリーグ」等誘致事業 令和5年度 10試合 5,786人 実績額 578,950円

令和６年度 ７７チーム 651人 実績額 8,740,180円 令和６年度 20試合 18,894人 実績額 2,126,460円

令和７年度 R7.12.６開催 予算額 10,814,000円 令和７年度 JDリーグ等誘致予定 予算額 1,404,000円

次年度以降の開催の可否を検討 以降、毎年度誘致する予定

・小牧シティマラソン大会 令和５年度 3,801人 実績額 16,723,241円 〇委託契約金額 令和５年度 31,866,806円

令和６年度 3,911人 実績額 16,765,584円 令和６年度 33,907,851円

スポーツ大会開催等をスポーツ協会に委託し実施した。

市民スポーツ大会、小牧シティマラソン大会、愛知駅伝については、一定の参加者数が見込まれる。

また、SVリーグ等誘致事業については、毎年各種目のトップ選手の試合を開催しており多くの観客

が来場する等、スポーツの振興、市民意識の醸成につながっている。

一方、市民駅伝競走大会については、平成２６年度をピークに年々参加人数が減少しており、特に市

内中高生の駅伝チームが減少している。

※市民駅伝競走大会 参加者数・参加チーム数推移

参加人数 参加チーム数 うち中高生チーム

H21 1,056人 125組 55組

H26 1,506人 178組 82組

H31 734人 99組 31組

R6 651人 77組 21組


